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十
六
の
二

}
~
�
�
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
屋
内
消

火
栓
設
備
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
及
び
動
力
消
防
ポ

ン
プ
設
備
の
う
ち
、
新
令
第
十
一
条
第
二
項
（
新
令
第

二
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）並
び
に
第
十
二
条
第
一
項

第
一
号
、
第
四
号
及
び
第
九
号
の
規
定
に
適
合
し
な
い

も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
基
準
不
適
合
設

備
」
と
い
う
。）に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
三
十
七
年
六
月

三
十
日
（
同
日
前
に
特
定
基
準
不
適
合
設
備
が
新
令
第

十
一
条
第
二
項
並
び
に
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
、
第

四
号
及
び
第
九
号
の
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
と
な
っ
た

場
合
に
あ
っ
て
は
、当
該
適
合
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
）

ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
新
令
別
表
第

一
c

項
イ
\
か
ら
^
ま
で
及
び
n

項
イ
に
掲
げ
る
防
火

対
象
物（
同
項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
、

同
表
c

項
イ
\
か
ら
^
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
防

火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
同
じ
。）並
び
に
現
に
新
築
、
増
築
、
改

築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
同
表
c

項
イ
\
か
ら
^
ま
で
及
び
n

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象

物
に
お
け
る
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報
知
設
備
に

係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
二
十
三
条

第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
三
十
一

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

第
三
条

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
の
施

行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部
改

正
）

第
四
条

消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平

成
二
十
五
年
政
令
第
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
条
第
一
項
中
「

}十‚
~六ƒ
�の„
�二…

項
」
を

「
}十‚
~六ƒ
�の„
�三…
項
」
に
改
め
、「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
項

に
お
い
て
」
を
加
え
、「
第
十
条
、
第
二
十
二
条
及
び
第

二
十
六
条
」
を
「
第
十
条
第
一
項
第
一
号
、
第
四
号
及

び
第
五
号
、
第
二
十
二
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
七
号

並
び
に
第
二
十
六
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
防
火
対
象
物
並
び
に
」
を

「
防
火
対
象
物
（
同
表
c

項
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象

物
に
あ
っ
て
は
保
育
所
を
除
き
、
同
表
n

項
イ
及
び

}十‚
~六ƒ
�の„
�二…
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
同
表

c

項
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
同
項
ハ
に
掲
げ
る

防
火
対
象
物
（
保
育
所
を
除
く
。）の
用
途
に
供
さ
れ
る

部
分
に
限
る
。以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）並
び
に
」

に
改
め
、「
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
」
の
下
に
「
、
屋
外

消
火
栓
設
備
、
動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備
」
を
加
え
、「
及

び
避
難
器
具
」
を
「
、
避
難
器
具
、
消
防
用
水
及
び
連

結
散
水
設
備
」
に
、「
第
十
一
条
、
第
十
二
条
、
第
二
十

一
条
、
第
二
十
一
条
の
二
及
び
第
二
十
三
条
か
ら
第
二

十
五
条
ま
で
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第

六
号
並
び
に
第
二
項
（
新
令
第
二
十
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
二
条
第
一
項
第
一

号
、
第
四
号
及
び
第
九
号
並
び
に
第
二
項
第
二
号
、
第

十
九
条
第
一
項
、
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
（
新
令
第

十
一
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限

る
。）及
び
第
二
号
並
び
に
第
三
項
、
第
二
十
一
条
第
一

項
第
一
号
及
び
第
九
号
、
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第

四
号
、
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
（
同
表
c

項
ロ
に

掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
二

号
、
第
二
十
四
条
第
三
項
第
四
号
、
第
二
十
五
条
第
一

項
第
一
号
、
第
二
十
七
条
第
一
項
第
一
号
並
び
に
第
二

十
八
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項

と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の

際
、
現
に
存
す
る
新
令
別
表
第
一
c

項
ロ
及
び
ハ
並

び
に
n

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
表
c

項
ハ

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
保
育
所
を
除

き
、
同
表
n

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て

は
同
表
c

項
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
同
項
ハ

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
保
育
所
を
除
く
。）の
用
途

に
供
さ
れ
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。）並
び
に
現
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、

修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
同
表
c

項
ロ
及
び

ハ
並
び
に
n

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る

消
火
器
、
簡
易
消
火
用
具
及
び
漏
電
火
災
警
報
器
に

係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
十
条
第

一
項
第
二
号
及
び
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
第
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の

際
、
現
に
存
す
る
新
令
別
表
第
一
c

項
ロ
及
び
ハ
、

n

項
イ
並
び
に

}十‚
~六ƒ
�の„
�三…
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

（
同
表
n

項
イ
及
び

}十‚
~六ƒ
�の„
�三…
項
に
掲
げ
る
防
火
対

象
物
に
あ
っ
て
は
、
同
表
c

項
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る

防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も

の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）並
び
に

現
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様

替
え
の
工
事
中
の
同
表
c

項
ロ
及
び
ハ
、
n

項
イ
並

び
に

}十‚
~六ƒ
�の„
�三…
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る

屋
内
消
火
栓
設
備
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
、
水
噴

霧
消
火
設
備
、
泡
消
火
設
備
、
不
活
性
ガ
ス
消
火
設

備
、
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消
火
設
備
、
粉
末
消
火
設
備
、

動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備
、
自
動
火
災
報
知
設
備
、
ガ

ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
、
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
火

災
報
知
設
備
、
非
常
警
報
設
備
及
び
避
難
器
具
に
係

る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
十
一
条
第

一
項
第
五
号
、
第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
、第
七
号
、

第
八
号
、
第
十
号
及
び
第
十
一
号
、
第
十
三
条
第
一

項
、
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
（
新
令
第
十
一
条
第

一
項
第
五
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
二
十
一
条

第
一
項
第
三
号
、
第
五
号
、
第
七
号
、
第
八
号
、
第

十
号
、
第
十
一
号
、
第
十
三
号
及
び
第
十
五
号
、
第

二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
五

号
、
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
（
同
表

}十‚
~六ƒ
�の„
�三…

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、

第
二
十
四
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
項
第
一
号
か

ら
第
三
号
ま
で
並
び
に
第
二
十
五
条
第
一
項
第
五
号

及
び
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成

三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

第
五
条

消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平

成
二
十
五
年
政
令
第
三
百
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
第
一
項
中
「
が
存
す
る
も
の
」を
削
り
、

「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中
「
が
存
す
る
も
の
」
を
削
り
、「
第

二
十
一
条
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第

九
号
」
に
改
め
る
。

（
児
童
福
祉
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の

一
部
改
正
）

第
六
条

児
童
福
祉
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
条
中
「
防
火
対
象
物
で
あ
っ
て
」
を
「
防

火
対
象
物
（
同
表
c

項
ハ
^
に
掲
げ
る
」
に
、「
が
存
す

る
も
の
」
を
「
に
限
る
。）」
に
改
め
、「
屋
外
消
火
栓
設

備
」
の
下
に
「
、
動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備
、
ガ
ス
漏
れ

火
災
警
報
設
備
」
を
加
え
、「
及
び
避
難
器
具
」を「
、
避

難
器
具
、
消
防
用
水
及
び
連
結
散
水
設
備
」
に
、「
第
十

一
条
、
第
十
二
条
、
第
十
九
条
及
び
第
二
十
二
条
か
ら

第
二
十
五
条
ま
で
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
及

び
第
六
号
、
第
十
二
条
第
一
項
第
四
号
、
第
十
九
条
第

一
項
、
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
（
同
令
第
十
一
条
第

一
項
第
二
号
及
び
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び

第
二
号
並
び
に
第
三
項
、
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第

四
号
、
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
、
第
二
十
三
条
第

一
項
第
二
号
、
第
二
十
四
条
第
三
項
第
四
号
、
第
二
十

五
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
十
七
条
第
一
項
第
一
号
並

び
に
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

総
務
大
臣

山
本

早
苗

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

環
境
影
響
評
価
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
十
月
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
三
百
三
十
四
号

環
境
影
響
評
価
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令

内
閣
は
、
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十

一
号
）
第
十
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を

制
定
す
る

環
境
影
響
評
価
法
施
行
令
（
平
成
九
年
政
令
第
三
百
四

十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
中
「
川
崎
市
」
の
下
に
「
、
相
模
原
市
」
を

加
え
る
。附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

環
境
大
臣

望
月

義
夫

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

š
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